
第 5 号(1)平 成 5年 4月 11日発行 同 窓 会 だ よ り

一̈．
．主
．．
．〓
．―
〓〓
■ギ

一
”

い̈
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一〓

”ぃ”】　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

“̈

■
一　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

５

　

“―

”
よ

盈

中
同
品

キ一　
　
　
　
　
湾

一̈

一一　
　
　
　
　
切
　
一一

【̈一中　

　

　

　

　

　

　

　

　

中・一”

”】　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

“〓

”̈
“”　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】”一”

”ｒ
ｒ
ｉ
・
”・
‥…い■
■
ｌ
ｉ
■ｈ　
ｌ
，　
一キ

）

同
窓
会
ニド
年
を
迎
え
て

坂
戸
高
校
同
窓
会
会
長

坂

本
　
　
　
毅

一
一
回
生
）

坂
戸
高
校
同
窓
会
も
、

今
年
二
月
の
　

ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
中
し
た

二
十
回
生
を
加
え
、

二
十
周
年
を
迎
え
　

こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
浮

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

会

　
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

員
の
皆
様
、

評
議
委
員
の
方
々
や
学
校
　
　
現
在
、

同
窓
会
の
活
動

な
ど
の
ご
協
力
と
お
力
添
え
が
あ
っ
た
　

は
、

春
に
坂
戸
文
化
会
館

か
ら
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
で
行
わ
れ
る

「文
化
部
総

坂
戸
高
校
も
二
十
年
の
間
に
だ
い
ぶ
　
合
発
表
会
」
の
ゲ
ス
ト
議

変
わ
り
、

開
校
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
　
演
を
企
画
し
た
り
、

ま
た
、

い
る
の
は
校
舎
と
体
育
館
く
ら
い
だ
と
　
当
日
会
館
で

「卒
業
生
の

思
い
ま
す
。

南
側
に
小
学
校
が
で
き
、　

　
集
い
」
を
開
い
て
、

総
会

今
思
う
と
、

学
校
の
同
り
に
何
も
な
い
　

と
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ

グ
ラ
ン
ド
で
北
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、　

　
る
懇
親
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
、

日
本
テ
レ
ビ
の
朝

の
番
組

で
有
名
な
英
会
話
の
ウ
イ
ッ
キ
ー
さ
ん

を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

す
で
に
会
員
の
皆
様
方
の

お
手
元
に
調
査
や
ご
案
内
が
届
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、

十
年
ぶ
り
に
同
窓

会
名
簿
を
今
年
七
月
発
行
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

名
簿
は
、　

一
つ
の
区

切
り
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
会
員
の
皆
様
方

の
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

▲合宿棟での総会

▲統会開催の新聞広告

▲開校当時の校舎

▲昭和62年ころの校舎▲第 1回卒業生の集いの受付
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二
十
年
前
の
坂
戸
高
校
の
様
子

国際交嚇藩牒
・の鋼蛾回．瓢卿婦冊雛開催
∩旧団∪

鶴

ナ
ー
教
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
四
月
十
二
日
に

「第
四
回

文
化
部
総
合
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

同
窓
会
の
ご
支
援
で
大
束
文
化

大
学
陸
上
部
監
督
青
葉
昌
幸
先
生
を
お

招
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

坂
戸
高
校
教
諭

吉
田
　
勇
一
官
一回
生
）

私
は
同
賓

天
ム
の
関
係

で
高

校

に
度

度
足
を
運

ぶ
こ
と
が
あ

り
、

そ

の
と
き

思
う

こ
と
は
諸
設
備

が
た

い
へ
ん
充
実

し

て
す
ば

ら
し

い
環
境

に
な

っ
た
と

い

う

こ
と
で
す
。

小
塚

市
郎
宮
面
生
）

私
が
入
学
し
た
頃
は
、

Ｈ
Ｒ
棟
、

特

別
棟
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

校
庭

は
、

た
い
へ
ん
荒
れ
て
い
て
小
石
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
し
た
。　

一
年
生
の
と

き
に
管
理
棟
の
工
事
が
始
ま
り
、

杭
打

ち
の
音
が
響
く
中
で
授
業
を
受
け
る
状

態
で
し
た
。

所
属
し
て
い
た
体
操
部
の
練
習
場
は
、

プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
で
、

そ
の
中
で
三
つ

の
ク
ラ
ブ
が
同
時
に
練
習
す
る
と
い
う

状
況
で
し
た
。
ま
た
、

器
具
等
も
そ
ろ

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

土
曜
日
に
な

る
と
松
山
高
校
や
川
越
商
業
高
校
へ
練

習
を
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
に
通
い
ま
し

た
。五

年
前
、

私
が
体
操
部
の
夏
合
宿
に

差
し
入
れ
を
も
っ
て
行
っ
た
と
き
に
、

当
時
お
世
話
に
な
っ
た
松
山
高
校
の
三

年
生
と
劇
的
な
再
開
を
し
ま
し
た
。
そ

の
人
が
現
在
坂
戸
高
校
の
体
操
部
顧
問

の
松
井
先
生
な
の
で
す
。

今
思
う
と
、

当
時
の
こ
と
が
懐
か
し

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゴ

平
成
四
年
度
、

外
国
語

科
の
開
設
に
伴
っ
て
、

国

際
交
流
事
業
が
開
始
さ
れ
、

昨
年
六
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ス
コ
ッ
チ
・
オ
ー

ク
バ
ー
ン
高
校

（タ
ス
マ

ニ
ア
州
）
の
生
徒
が
坂
高

を
訪
れ
、

七
月
に
坂
高
の

生
徒
が
ス
コ
ッ
ト
・
オ
ー

ク
バ
ー
ン
高
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。

今
年
二
月
に
待
望
の
外

国
語
科
棟
が
、

完
成
し
ま

し
た
。

棟
内
は
、

Ｌ
Ｌ
教

室
、

語
学
学
習
室
、

セ
ミ

▲青葉先生へ同窓会から花束贈呈

▲副会長 小塚市郎▲昭和47年 ころの校舎 と東上線の電車

▲海外交流事業風景

▲平成 5年 3月 完成の外国語科棟

青棄昌幸先生〉
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平
成
四
年
度
同
窓
会
総
会
報
告

平
成
四
年
四
月
十
二
日
、

平
成
四
年

度
同
窓
会
総
会
が
母
校
の

「文
化
部
総

合
発
表
会
」
と
合
わ
せ
て
坂
戸
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

平
成
二
年

度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
に
続
き
、

平

成
四
年
度
事
業
計
画
案
、

予
算
案
が
審

議
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一

卒
業
生
の
集
い

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

絡
会
終
了
後
、

「卒
業
生
の
集
い
」

を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
の

懇
親
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、

参
加
者
が
事
務
局

が
予
想
し
て
い
た
人
数
を
上
回

り
、

用
意
し
て
い
た
料
理
や
飲

み
物
が
足
り
ず
う
れ
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
る
よ
う
で
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
催
し
を

続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、

参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

柵
一一！一一！一一！一！一

■
同
窓
会
に
よ
せ
て

退
職

に
際

し
て

同
窓
生

の
皆

さ
ん
、

益

々
の
ご

健
勝

の
こ
と
と
心
よ
り

お
喜
び
申

し
上
げ

ま

す
。縁

あ

っ
て
、

本
校

の
校
長
を
命

ぜ

ら

れ

て
早

く
も

二
年

が
経
過

し
ま
し
た
が
、

そ

の
間

に

い
ろ

い
ろ
な

こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

そ

の
中

で
特

に
印
象
深

く
、

確

信
を
持

っ
て
言
え

る

こ
と
は
、

坂

戸
高

校
が
常

に
発
展

の

一
途
を

た
ど

っ
て

い

る
と

い
う

こ
と
で
す
。

そ

の
陰

に
は
、

同
窓
会

の
皆
様
を

は
じ
め
地
域
社
会

の

方
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、

後
援
会

の
方

々
の
ご
支

援

・
ご
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
と
深
く
感

謝

し
、

お
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

地
域

の
皆
様

の
熱

心
な
ご
要
望

に
応

え

て
設
立

さ
れ
た
外
国
語
科

も
順
調

に

す

べ
り
出

し

て
、　

一
年

が
経
過

し
ま
し

た
。

ま
た
、

二
月

に
は
県
下

に
誇

り
得

る
外
国

語
科
棟

も
完
成
し

て
、

坂

戸
高

校

に
新

し

い

一
ペ
ー
ジ
を
加
え

る
こ
と

が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

県
教
育
委
員
会
よ
り
国
際
理

解
教
育
推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
、

オ
ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

あ

る

ス

コ

ッ
チ

・
オ

ー

ク
バ
ー
ン
高
校
と
の
相
互
交
流
を
実
施

前
坂
戸
高
校
校
長

杉

田

治

正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
の
卒
業
証
書
授
与
式
は
、

二
月
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

第
二

十
回
と
い
う
こ
と
で
記
念
す
べ
き
式
で

し
た
。

第

一
回
か
ら
本
校
を
巣
立
っ
て

い
っ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、総

勢
七
、

七
九
〇
名
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
皆

さ
ん
が
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
と
思
う

と
た
の
も
し
い
限
り
で
す
。

こ
う
い
う
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
大
過
な
く
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

坂
戸
高
校

の
発
展
と
、

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

饉

▲ 1 9回生

▲18回生

▲ 1・ 3・ 4・ 5・ 8回 生 ▲13・14・15回生
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■
事
務
局
よ
り

（新
年
度
役
員
〕

△ム　
長
　
坂
本
　
　
毅

（
一
回
生
）

副
会
長
　
小
塚
　
市
郎

⌒三
回
生
）

田
中
　
康
夫

（四
回
生
）

清
水
　
芳
昭

（五
回
生
）

小
園
　
雅
子

⌒九
回
生
）

関
根
　
和
幸

（十
七
回
生
）

水
野
　
大
輔

（十
八
回
生
）

加
納
王
紀
子

（十
八
回
生
）

監
　
事
　
浅
野
　
昭

一

（九
回
生
）

細
田
　
一浮

一

（九
回
生
）

顧
　
間
　
士
日
田
　
勇

一

（三
回
生
）

平
成
五
年
度
か
ら
新
し
く
評
議
員
に

加
わ
る
方
々
で
す
。

（二
十
回
生
評
議
員
〕

一
組

会
泉

尚
樹
・
林
　

憲
彦

二
組
　
吉
原
　
将
之

・
大
橋
　
睦
美

三
組
　
植
木

克
彦

・
来
崎
　
尚
子

四
組
　
畠
中
　
　
孝

・
小
池
　
昭
子

五
組
　
鈴
木
　
　
誠

・
山
崎
　
昌
子

六
組
　
大
川
　
　
直

・
高
比
良
志
乃

七
組
　
佐
藤
　
好
則

・
菅
野
　
正
純

八
組
　
藤
野
　
　
玄

・
大
石
　
雅
子

九
組
　
小
松
　
雅
也

・
安
田
真
由
美

諌
黙
響
焔
幾
打

役 会

員 計

平成4年 度 会 計 報 告 偉位は円)

2 . 歳出
平成4年 度事業報告

4月 12日 総 会 坂 戸文化会館

春の文化祭《特別講演》

ゲス ト 青 葉  昌 幸氏

(大東文化大学陸上部監督)

同窓会 だより第 4号 発行

9月 6日  役 員会

(総会、春の文化祭反省)

12月 5日  役 員会

(春の文化祭、同窓会 だよ

りの準備)

2月 5日  役 員会

(春の文化祭、同窓会 だよ

りの準備)

平成5年 度事業計画

4月 11日 総 会 坂 戸文化会館

春の文化祭《特別講演》

ゲス ト ウイ ッキー さん

同窓会だよ り第 5号 発行

9月

1 2月

2月

役員会

役員会

役員会

1 口歳 入

科   目 予 算 額 決 算 額

繰 越 金 13,272 13,272

19同生大会金 1,912,000 1,912,000

雑 収 入 10,000 6,850

合  計 1,935,272 1,932,122

平成5年 度

科   目 予 算 額 決 算 額

庶 務 費 200,000 66,268

会 議 費 200,000 97.320

慶 弔 費 50,000 10,000

事 業 費

(春の文化祭)

(調査準備費)

1,480,000

( 2 8 0 , 0 0 0 )

( 1 , 2 0 0 , 0 0 0 )

1,682,280

( 282,280

(1,400,000)

予 備 費 5.272

合  計 1,935,272 1.855,868

繰 越 金 76,254

予 算 傷誹 (単位は円)

2 日歳 出

科   目 予 算  額

庶  汚  費 200,000

会  議  費 150,000

慶  弔  費 50,000

事  業  費

(春の文化祭)

(名簿作成費)

1,600,000

(1,000,000

( 600,000

予  備  費 39,254

′、 2,039,254

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
名
簿
購
入
の
お
願
い

平
成
五
年
七
月
に
発
行
予
定
の
「同

窓
会
名
簿
」
に
つ
い
て
、
ご
連
絡
が
す

で
に
お
手
元
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、

母
校
同
窓
会
の
発
展
の
た

め
に
も
、

ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

□

国

□

国

▼
二
十
周
年
を
記
念
し
て
会
員
に
お
集

り
い
た
だ
い
て
座
談
会
を
企
画
い
た

し
ま
し
た
が
、

当
日
の
参
加
者
が
少

な
い
た
め
に
誌
上
で
の
紹
介
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
編
集
委
員

の
力
不
足
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

1 口歳 入

科   日 予 算  額

繰  越  金 76,254

20Lml生入会金 1,956,000

雑  収  入 7.000

計 2,039,254
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